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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

廃棄物の収集運搬作業において、ごみ袋への唾液の付着や車中での会話が主な感染経路であるこ

とを実証的・科学的に明らかにしている。実際のごみ収集作業において新型コロナウイルスによる感

染が起こる可能性がある場面をそれぞれ設定し、状況に応じたリスクの評価と感染防止対策を表にま

とめて提示したことは、労働衛生施策上極めて重要な研究成果であると考えられる。また、リスクア

セスメント表をはじめとした本研究成果は、今後COVID-19以外の新たな感染症が流行した場合にお

いても廃棄物収集時における感染症予防対策として寄与しうるものと期待される。一方で、アミラー

ゼ活性値を唾液マーカーとして判定するキットの実用化に関しては、定量的根拠をもう少し明確にし

た上で運用の有効性を示す必要があると考えられるほか、論文発表などを通じてこれまでの研究成果

を公表することが求められている。 


